
全国農業新聞は、農業委員会ネットワークが発行
する農業専門紙です。1952（昭和27）年に創刊し、
2022年に70周年を迎えました。
１週間の農政の動きや現場で役立つ栽培技術・流
通の情報、魅力的な農家の取り組みなどを幅広く伝
え、担い手の皆様の経営発展に役立つ新聞として高
く評価いただいております。
　常に、より「見やすい」「分かりやすい」新聞を
目指して編集・発行しています。ぜひ１度手に取っ
ていただき、情報収集のツールとして全国農業新聞
をご購読いただければ幸いです。

全国農業新聞とは

「見やすい」
「分かりやすい」

紙面を追求して
週１回発行しています！

全国農業新聞を読もう！！
紙面徹底解説 パンフレット

2023年度版

一般社団法人全国農業会議所

見やすく！分かりやすく！充実した農業・農村の情報を届けます



1

ここがポイント！全国農業新聞
紙面の内容、特徴

1面
●経済・経営・農地・地域社会問題等、毎週様々なテーマをお伝えします。
週替わりのコラム、特集企画　等� ➡ｐ２へ

2面
3面

●農政ニュースをまとめて掲載。忙しくても１週間の動きがすぐ分かります。
●その時々の話題の農政や農業用語、技術を分かりやすく解説します。
●第一線で活躍する農業者にスポットを当てて紹介します。� ➡ｐ３へ

経営
流通
技術面
地域

くらし面
（4～６面）

●経営に役立つ管理方法や最新技術、話題の商品、先進農家の取り組みなど、農業経営に役
立つヒントが盛りだくさんです。
●２週・４週は、見開きのワイド面。「より読みやすく」を追求しています。
【４面】経営・販売や労務管理、農村女性の活躍のＱ＆Ａコーナー（週替わり）、新しい技

術や商品の紹介　等
【５面】経営に役立つ実務情報を載せます。市況（２週）、マーケット情報（４週）　等
●地域活性化に関する現地事例を紹介します。
【６面】園芸講座（２週・４週）、食生活や農家生活のヒント　等� ➡ｐ４、５へ

農業委員会
ネットワーク
通信面
（７面）

●全国の農業委員会の特徴的・先進的活動、活躍を毎週お知らせ。農業委員会活動の参考資
料として、農業委員・推進委員必読のページです。
●農地や農家生活の法律相談、農業者年金等、情報提供活動に欠かせない情報が満載。
●有害鳥獣対策のヒントとなる取り組みを連載。� ➡ｐ６へ

地方面
（８面）

●地方ごとの頑張る農業者の記事、農業委員会活動、イベント情報等を掲載。
全国紙ですが地域の話題にも強い！身近な方の頑張りが伝わることで地域農業の活力に繋
がります。� ➡ｐ７へ

◆発行日／毎週金曜日
◆購読料／新聞本紙＝月額700円（税込）※新聞本紙はもちろん電子新聞も閲覧可能
　　　　　電子新聞＝月額500円（税込）※電子新聞のみの閲覧

見本紙のご用命、購読のお申し込み、ご相談は、お近くの市町村農業委員会、都道府県農業会議、全国農業
新聞ホームページからのお問い合わせやメール等でも受け付けています。
電子新聞のお申し込みは、全国農業新聞ホームページで受け付けています。
メールアドレス●gyoumu@nca.or.jp

ホームページアドレス●
https://www.nca.or.jp/shinbun/

QRコードはこちら

新聞本紙を購読されている方は、電子版
も無料で見ることができます！毎号第

１面の右下に載るパスワードを専用サイトで
入力すればスマートフォンやパソコンから閲
覧できる仕組みです。詳しくはHPへ！



農政の動きとかかわる経済・経営・農地・地域社会問題等、
毎週様々なテーマをお伝えします

認定農業者応援宣言！

〒102-0084 東京都千代田区二番町9の8
中央労働基準協会ビル ☎03-6910-1130

Ⓒ全国農業会議所2023
ホームページhttps://www.nca.or.jp/shinbun

お申し込みはお近くの農業委員会へどうぞ

４月 14日 金 曜 日
月４回金曜日発行

2023年(令和5年)

農業委員会ネットワーク機構

農地を活かし 担い手を応援する

発行所 全国農業会議所
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地域エコノミスト･現場探検家 藻谷 浩介日本の国際競争力

１
年
間
お
送
り
す
る
こ
の
コ

ラ
ム
は
、
残
念
な
が
ら
（
？
）

裏
話
暴
露
の
企
画
で
は
な
い
。

日
本
人
み
ん
な
が
、
な
ん
と

な
く
聞
き
込
ん
で
な
ん
と
な
く

信
じ
込
ん
で
い
る
話
の
中
に
、
い
か

に
間
違
っ
た
決
め
つ
け
が
多
い
か
と

い
う
こ
と
を
、
な
ん
と
な
く
書
き
つ

づ
っ
て
い
く
も
の
だ
。

み
ん
な
が
、
な
ん
と
な
く
信
じ
込

ん
で
い
る
話
。
そ
の
典
型
が
、
「
日

本
の
国
際
競
争
力
は
地
に
落
ち
た
」

だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ク
イ
ズ
だ
が
、
日

本
の
輸
出
は
バ
ブ
ル
期
と
今
で
は
、

ど
っ
ち
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。
日
本

の
経
常
収
支
は
、
バ
ブ
ル
期
と
今
で

は
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

数
字
で
見
る
と

輸
出
と
は
、
日
本
が
一
つ
の
会
社

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
売
り
上
げ
に
あ

た
る
。
つ
ま
り
日
本
国
内
で
作
ら
れ

て
、
海
を
越
え
て
海
外
で
売
ら
れ
た

商
品
の
販
売
額
だ
。
数
字
を
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
る
の
は
国
境
の
税
関
だ
。

工
場
が
海
外
に
移
転
し
て
し
ま
え

ば
、
そ
こ
の
製
品
が
ど
こ
に
売
れ
よ

う
と
、
も
う
輸
出
に
は
入
ら
な
く
な

る
。
ち
な
み
に
昨
年
（
２
０
２
２

年
）
の
場
合
、
99
％
近
く
が
工
業
製

品
で
、
農
水
産
品(

生
鮮)

は
、
増
え

て
い
る
が
ま
だ
１
％
余
り
だ
。

ま
た
経
常
収
支
と
は
、
日
本
が
会

社
だ
と
す
れ
ば
経
常
利
益
に
あ
た
る

も
の
だ
。
輸
出
－
輸
入
に
金
利
配

当
、
国
際
観
光
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
代

な
ど
を
加
え
、
日
本
は
国
全
体
で
は

黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
を
見
る
。

競
争
力
が
下
が
っ
た
の
な
ら
、

「
バ
ブ
ル
期
と
今
を
比
べ
れ
ば
、
輸

出
は
半
減
、
経
常
収
支
は
大
幅
黒
字

だ
っ
た
の
が
赤
字
転
落
」
く
ら
い
の

こ
と
に
は
な
っ
て
い
そ
う
だ
。

だ
が
実
際
に
は
、
バ
ブ
ル
期
の
１

９
９
０
年
と
昨
年
の
比
較
で
、
輸
出

は
41
兆
円
が
99
兆
円
へ
と
２
・
５
倍

増
、
経
常
収
支
は
黒
字
が
６
兆
円
か

ら
11
兆
円
へ
と
ほ
ぼ
倍
増
で
あ
る
。

自
分
で
確
認
す
る
こ
と
か
ら

ま
さ
に
「
聞
い
て
る
話
と
違
う
け

ど
」
だ
。
島
国
だ
け
に
日
本
の
国
際

収
支
の
数
字
は
正
確
だ
が
、
日
本
人

は
性さ

が

と
し
て
、
そ
れ
を
確
認
せ
ず
周

り
に
話
を
合
わ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
限
ら
ず
経
済
や
人
口
の
分
野
で

は
、
み
ん
な
が
な
ん
と
な
く
信
じ
て
い
る
話

に
は
、
数
字
と
真
逆
の
間
違
い
が
た
い
へ
ん

に
多
い
。
自
分
で
数
字
を
確
認
す
る
こ
と
か

ら
、
正
し
い
事
業
経
営
は
始
ま
る
。

◇
次
回
は
５
月
12
日
付

今週の記事から

経
営
の
転
機
と
展
開
に
役
立
つ


年年
間間
でで
約約
１１
万万
戸戸
増増
加加


年
間
で
約
１
万
戸
増
加

◇

❶

◇

魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
築

く
道
し
る
べ
と
し
て
、
家
族

内
の
話
し
合
い
に
よ
り
経
営

方
針
や
役
割
分
担
を
取
り
決

め
る
家
族
経
営
協
定
。
近
年

の
締
結
状
況
や
協
定
締
結
を

機
に
経
営
改
善
に
つ
な
げ
た

経
営
体
の
事
例
な
ど
を
全
３

回
の
連
載
で
紹
介
す
る
。

□

□

農
水
省
に
よ
る
と
、
家
族

経
営
協
定
を
締
結
し
て
い
る

農
家
数
は
全
国
で
５
万
９
５

１
５
戸
（
２
０
２
２
年
３
月

末
時
点
）
。
近
年
、
そ
の
締

結
数
は
緩
や
か
に
増
加
し
て

お
り
、
10
年
前
に
比
べ
て
約

１
万
戸
増
え
て
い
る
。

状
況
に
応
じ
た
内
容
に

22
年
度
中
に
協
定
を
締
結

し
た
（
内
容
の
見
直
し
に
よ

り
再
締
結
し
た
も
の
を
含

む
）
農
家
数
は
１
６
９
６

戸
。
締
結
の
理
由
は
｢

親
世

代
か
ら
の
経
営
継
承
の
た
め

（
経
営
主
の
世
代
交
代
）
」

（
28
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で｢

新
規
就
農｣

（
18
％
）

だ
っ
た
。

協
定
で
取
り
決
め
た
内
容

は｢

農
業
経
営
の
方
針
決
定｣

（
94
％
）
、｢

労
働
時
間
・

休
日｣

（
94
％
）
「
農
業
面

の
役
割
分
担｣(

88
％)

、｢

労

働
報
酬｣

（
74
％
）
な
ど
が

多
い
。

協
定
に
詳
し
い
東
京
農
業

大
学
の
五ご

條
じ
ょ
う

満み

義よ
し

准
教
授

は｢

長
年
協
定
は
農
業
分
野

の
男
女
共
同
参
画
や
経
営
の

改
善
、
世
代
間
の
良
好
な
関

係
作
り
な
ど
を
促
す
原
動
力

の
一
環
と
な
っ
て
き
た
。
夫

妻
間
や
家
族
内
の
継
続
的
な

対
話
を
基
本
と
し
、
各
農
家

の
状
況
に
応
じ
た
協
定
内
容

の
組
み
立
て
や
工
夫
が
大

事｣

と
家
族
経
営
協
定
の
役

割
や
在
り
方
を
強
調
す
る
。

制
度
の
有
効
活
用
に
も

協
定
の
前
史
は
、
主
に
１

９
６
０
年
代
に
農
業
後
継
者

な
ど
に
よ
る
農
村
の
民
主
化

運
動
を
背
景
に
進
め
ら
れ

た
。
93
年
４
月
に
全
国
農
業

会
議
所
が
「
家
族
経
営
協

定
」
を
提
唱
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
用
語

に
よ
る
普
及
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
95
年
に
は
農
水
省

が
「
家
族
経
営
協
定
の
普
及

推
進
に
よ
る
家
族
農
業
経
営

の
近
代
化
に
つ
い
て
」
と
い

う
通
達
を
出
し
、
農
政
上
で

明
確
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ

た
。96

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

農
業
者
年
金
の
改
正
法
で

は
、
協
定
の
締
結
を
要
件
の

一
つ
と
し
て
、
配
偶
者
（
主

に
女
性
農
業
者
）
の
加
入
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
起

爆
剤
と
な
り
、
以
降
、
協
定

の
締
結
者
数
が
急
増
し
た
。

現
在
で
は
家
族
経
営
協
定

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
農
政

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
農
業
者
年
金

制
度
で
は
家
族
経

営
協
定
を
結
び
経

営
に
参
画
し
て
い

る
配
偶
者
や
後
継

者
は
政
策
支
援

(
保
険
料
の
国
庫

補
助)
の
対
象
と

さ
れ
る
。
認
定
農

業
者
制
度
で
は


い
わ
ゆ
る｢
夫
婦

共
同
申
請｣

や｢

親

子
共
同
申
請｣

の

道
も
開
け
る
。

五
條
准
教
授
は

「
各
種
政
策
支
援

の
活
用
時
に
限
ら
ず
、
例
え

ば
、
農
業
版
の
働
き
方
改
革

や
、
新
規
部
門
の
導
入
、
法

人
化
へ
の
対
応
な
ど
、
多
様

な
経
営
の
転
機
と
そ
の
後
の

展
開
に
と
っ
て
、
対
話
に
基

づ
く
協
定
は
役
立
つ
」
と
家

族
経
営
協
定
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
普

及
推
進
の
一
端
を
担
う
農
業

委
員
会
に
は
「
協
定
の
意
義

を
ま
ず
は
委
員
間
で
共
有

し
、
農
業
経
営
の
多
様
な
転

機
や
後
継
者
の
就
農
時
な
ど

を
と
ら
え
て
、
農
業
委
員
や

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
各
農
家
に
協
定
締
結
を
進

言
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

埼
玉
県
幸
手

さ

っ

て

市
に
あ
る
創

業
78
年
の
中
小
規
模
（
１
日

の
最
大
製
粉
量
93
㌧
）
製
粉

会
社
・
前
田
食
品
㈱(
入い

り

江え

三か
ず

臣お
み

社
長)

は
２
０
１
８

年
、
製
粉
す
る
小
麦
を
全
て

国
産
に
切
り
替
え
た
。

国
内
で
一
般
に
使
わ
れ
て

い
る
小
麦
は
ア
メ
リ
カ
や
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
占

め
、
小
麦
の
国
内
自
給
率
は

17
％(

21
年
度
農
水
省
デ
ー

タ
）
と
低
い
水
準
だ
。

入
江
社
長
（
66
）
は
「
粉

文
化
が
根
付
く
埼
玉
県
は
、

小
麦
の
生
産
が
盛
ん
。
し
か

し
、
う
ど
ん
に
適
す
中
力
粉

用
の
軟
質
小
麦
が
多
い
。
パ

ン
用
の
国
産
小
麦
を
増
や
す

余
地
が
あ
る
」
と
話
す
。

そ
こ
で
パ
ン
加
工
に
向
く

小
麦
が
欲
し
い
と
、
県
や
関

係
機
関
に
要
請
し
た
。
そ
し

て
、
県
か
ら
紹
介
さ
れ
た
品

種
が
国
産
小
麦
ハ
ナ
マ
ン
テ

ン
だ
っ
た
。
タ
ン
パ
ク
質
含

有
率
が
高
く
、
パ
ン
や
中
華

麺
に
向
く
。
大
手
製
粉
会
社

と
差
別
化
す
る
た
め
、
埼
玉

県
産
パ
ン
用
小
麦
の
導
入
に

強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

同
社
は
生
産
者
と
の
連
携

を
大
切
に
し
、
粉
作
り
に
こ

だ
わ
る
。
ま
た
、
２
次
加
工

を
意
識
し
、
作
ら
れ
る
製
品

を
考
え
て
製
粉
す
る
。


の
企
業
と
連
携

同
社
は
10
年
、
県
産
小
麦

の
振
興
を
図
る
た
め
に
地
元

の
製
パ
ン
・
製
菓
業
者
、
中

華
麺
店
な
ど
１
６
０
の
企
業

と
「
埼
玉
産
小
麦
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
地
産

地
消
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
と

し
て
、
収
穫
の
時
期
に
合
わ

せ
て
製
造
業
者
ら
が
農
場
見

学
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、

県
産
小
麦
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
開
い
て
即
売
会
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

入
江
社
長
の
熱
意
に
応

え
、
生
産
を
担
う
の
が
坂さ

か

戸ど

市
に
あ
る
㈱
原
農
場
の
原は

ら

伸し
ん

一い
ち

社
長
（
50
）
。
水
稲
や
小

麦
、
大
麦
な
ど
計
約
１
２
６

㌶
を
経
営
す
る
。
18
年
前
に

畑
地
10
㌃
で
ハ
ナ
マ
ン
テ
ン

を
導
入
し
、
現
在
は
76
㌶
作

付
け
る
。
前
田
食
品
が
使
う

量
の
約
７
割
に
相
当
す
る
。

適
期
播
種
の
徹
底
で
収
量

・
品
質
を
確
保
し
て
い
る
。

栽
培
で
留
意
す
る
の
は
湿
害

対
策
小
麦
は
乾
燥
を
好
み


湿
気
に
弱
い

６
月
に
収
穫

す
る
が

収
穫
適
期

が
非
常
に
短
く
降
雨

が
続
く
と
品
質
が
落

ち
る
こ
の
た
め
圃

場
の
排
水
性
改
善
と

肥
料
の
施
用
調
整
が

重
要
に
な
る


湿
害
回
避
に
、
バ

ッ
ク
ホ
ー
で
排
水
溝

を
整
備
し
て
い
る
。

倒
伏
対
策
と
し
て
播

種
量
は
薄
播
き
に
す

る
。
タ
ン
パ
ク
質
含

有
率
を
高
め
る
た

め
、
茎
立
ち
期
と
穂
ぞ
ろ
い

期
に
窒
素
成
分
を
補
う
。

常
に
１
等
を
達
成
し
て
い

る
原
社
長
は
「
地
域
の
つ
な

が
り
の
中
で
生
産
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
高

ま
る
」
と
話
し
て
い
る
。

パ
ン
製
造
業
・
ベ
ー
カ
リ

ー
Ａ
Ｙ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ア

ユ

パ

ン

の
伊い

藤と
う

恵け
い

一い
ち

さ
ん
（
41
）
は
、
５
年
前

に
久く

喜き

市
で
開
業
し
た
。
当

初
か
ら
前
田
食
品
の
国
産
小

麦
１
０
０
％
粉
で
、
総
菜
か

ら
ス
イ
ー
ツ
系
ま
で
90
種
類

以
上
の
パ
ン
を
焼
く
。
生
地

作
り
に
マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ

ー
ト
ニ
ン
グ(

食
用
油
脂)

は

使
わ
な
い
。
風
味
と
甘

み
、
も
っ
ち
り
と
し
た

食
感
が
強
み
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
で
有

名
な
店
で
経
験
を
積
ん

だ
伊
藤
さ
ん
は
「
パ
ン

を
主
食
に
取
り
入
れ
る

家
庭
が
増
え
て
い
る
。

食
材
へ
の
安
全
意
識
が

高
ま
り
、
国
産
を
と
の

声
を
よ
く
聞
く
」
と
に

こ
や
か
に
話
す
。

ハ
ナ
マ
ン
テ
ン
＝
２
０

０
５
年
、
長
野
県
農
業
試

験
場
で
育
成
さ
れ
た
。
早わ

生せ

で
多
収
、
穂
長
は
長

い
。
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
12
％
前
後
の

強
力
粉
用
の
硬
質
小
麦
。
粘
性
と
弾
性

が
あ
っ
て
製
パ
ン
に
適
し
て
い
る
。

埼
玉
で
広
が
る 中小の製粉会社生産者製パン業者が支え

輸
入
小
麦
を
国
産
小
麦
に
切
り
替
え
、
利
用
を
広
げ
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
パ

ン
の
加
工
に
適
し
た
埼
玉
県
産
小
麦
に
着
目
し
た
中
小
の
製
粉
会
社
が
核
と
な
り
、
地

元
の
生
産
者
や
製
パ
ン
業
者
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
な
が
ら
、
国
産
転
換

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
地
産
地
消
を
後
押
し
す
る
。

｢

パ
ン
に
向
く
強
力
粉
が
欲
し
か
っ
た｣

適
期
播
種
で
収
量･

品
質
を
確
保

坂
戸
市

原
農
場

生
育
す
る
ハ
ナ
マ
ン
テ
ン

国
産

％
粉
が
魅
力
に

風
味
甘
み

食
感
良
く

久
喜
市

ベ
ー
カ
リ
ー
Ａ
Ｙ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｎ

入
江
三
臣
社
長

幸
手
市

前
田
食
品

原
伸
一
社
長
夫
妻

国
産
の
小
麦
粉
で
製
造
し
た
パ
ン

伊藤恵一さん

ハ
ナ
マ
ン
テ
ン
の
穂
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農業、農政問題について、事例や現場
の声を盛り込みながら解説します。
＜過去の取り扱い内容＞
ひっ迫する地方行政
最適化活動事例報告
農業　企業参入の軌跡
農地として残すために
人口減少の影　外国人材のいま

４人の執筆者による週
替わりのコラム。
思わず「あるある！」
「そうそう！」とうな
ずいてしまうような視
点が人気です！

地帯ごとの気温や降水量の傾向など
の気象予報を、すぐに目につく題字
下に掲載！答えが気になる「お天気
クイズ」にも挑戦を！

地域エコノミスト・現場探検家  藻谷　浩介地域エコノミスト・現場探検家  藻谷　浩介

石川県農業会議会長  山田　修路

１面

電子版とオンライ
ン講座が無料で見
ることができるパ
スワードを掲載



２面の特徴

３面の特徴

トップの２大注目コーナー

現場の生の声がわかる
▶農人伝 … 農政ジャーナリスト榊田みどり氏の構成による農業関係者の生きざまを集中連載

▶つれづれ農日記 … 農業者の生の声をじかに感じる！リレー執筆

◆ここだけ読めば１週間の農政の動きが分かる！
農業者はもちろんのこと、農政の動きを把握している必要がある
農業委員会をはじめとする農業関係機関の皆様にもおすすめです。
　見逃しがちな公募事業情報も発信します。

▶人ひと … 最先端で活躍する農業人にインタビュー

解説に重点を置いた面です。専門家による時事解説や、話題の用語や法律改正、新技術など、農業者に詳しく
知っていただきたい内容を農家目線で分かりやすく紹介します。

▶ ハニワの農地あっせん日記 … ジャー
ナリストの榊田みどり氏が監修。農業
委員会の様々なエピソードを女性委員
のハニワさんがマンガで伝えます。

3

深
層

農人伝

つ
れ
づ
れ

農
日
記

土
壌
病
害
の
発
生
の
し
や
す
さ
を
３
段
階
で
表
示

土
壌
中
の
病
原
体
に
よ
る

作
物
の
病
害
（
土
壌
病
害
）

は
、
栽
培
期
間
中
に
い
っ
た

ん
発
生
す
る
と
そ
の
後
の
対

策
が
難
し
く
、
作
物
の
生
産

に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま

す
。土

壌
消
毒
剤
は
、
土
壌
病

害
を
防
ぐ
た
め
に
広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
畑
に
よ

っ
て
は
土
壌
消
毒
剤
を
使
用

し
な
く
て
も
済
む
と
こ
ろ
に

も
使
用
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
、
結
果
的
に
余
分
な
作

業
や
薬
剤
費
の
負
担
を
招
い

て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
過
剰
な
土
壌
消
毒

剤
の
使
用
を
回
避
で
き
、
低

コ
ス
ト
で
効
率
的
に
土
壌
病

害
を
管
理
す
る
に
は
、
栽
培

前
に
畑
ご
と
の
土
壌
病
害
の

発
生
し
や
す
さ
の
程
度
を
診

断
し
、
そ
の
程
度
に
応
じ
た

予
防
対
策
を
と
る
こ
と
が
有

効
で
す
。

し
か
し
、
土
壌
病
害
の
発

生
し
や
す
さ
の
程
度
を
診
断

す
る
方
法
は
、
畑
の
場
所
や

栽
培
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
畑
ご
と
に
適
し
た
診

断
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り

が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
、

農
研
機
構
と
㈱
シ
ス
テ
ム
計

画
研
究
所
／
Ｉ
Ｓ
Ｐ
で
は
、

13
の
公
設
試
験
研
究
機
関
、

１
大
学
お
よ
び
民
間
企
業
２

社
と
共
同
し
、
農
林
水
産
省

の
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
畑
の
条
件

に
対
応
し
て
発
病
し
や
す
さ

の
程
度
を
診
断
で
き
る
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
全
国
の
畑

か
ら
集
め
た

栽
培
試
験
デ

ー
タ
な
ど
に

基
づ
い
て
開

発
。
そ
の
Ａ

Ｉ
を
活
用
し

て
土
壌
病
害

対
策
の
支
援

が
行
え
る
ア

プ
リ｢

Ｈ
ｅ

Ｓ
ｏ
＋(

ヘ

ソ
プ
ラ
ス)｣

を
開
発
し
ま
し
た


◎
Ｈ
ｅ
Ｓ
ｏ
＋
の
対
象

病
害
と
機
能

「
Ｈ
ｅ
Ｓ
ｏ
＋
」
で
診
断

で
き
る
の
は
、
主
要
な
土
壌

病
害
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ナ
バ
ナ
）
根
こ
ぶ

病
、
ネ
ギ

黒
腐
菌
核

く
ろ
ぐ
さ
れ
き
ん
か
く

病
、

バ
ー
テ
ィ
シ
リ
ウ
ム
病
害

(

ハ
ク
サ
イ
黄
化
病
、
キ
ク

半
身
萎い

凋
ち
ょ
う

病)


卵
菌

ら
ん
き
ん

類
病

害(

タ
マ
ネ
ギ
べ
と
病
、
シ

ョ
ウ
ガ
根
茎
腐
敗
病)

、
ト

マ
ト
お
よ
び
シ
ョ
ウ
ガ
青
枯

あ
お
が
れ

病
で
す
。
診
断
し
た
い
病
害

の
種
類
と
畑
の
場
所
を
マ
ッ

プ
上
で
指
定
す
る
と
そ
の
畑

に
適
し
た
診
断
項
目
（
土
壌

群
、
土
壌

、
前
作
や
近
隣

圃
場
で
の
発

症

頻

度

な

ど
）
が
示
さ

れ
、
各
項
目

の
情
報
を
入
力
す
る
と
、
そ

の
畑
の
病
害
の
発
生
し
や
す

さ
の
程
度
（
レ
ベ
ル
）
を
Ａ

Ｉ
が
診
断
し
、
３
段
階
の
レ

ベ
ル
に
分
け
て
表
示
し
ま

す
ま
た
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

有
効
な
対
策
技
術
も
示
さ
れ

ま
す
。

◎
Ｈ
ｅ
Ｓ
ｏ
＋
の
利
用
場
面

「
Ｈ
ｅ
Ｓ
ｏ
＋
」
は
、
Ｈ

ｅ
Ｓ
ｏ
Ｄ
ｉ
Ｍ
普
及
協
議
会

＝
二
次
元
コ
ー
ド
＝
か
ら
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

営
農
指
導
者
や
生
産
者
に
使

っ
て
も
ら
い
、
土
壌
消
毒
剤

使
用
な
ど
の
病
害
対
策
の
方

針
の
決
定
や
、
作
物
の
安
定

生
産
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
研
機
構
植
物
防
疫
研
究
部

門
作
物
病
害
虫
防
除
研
究
領
域

病
害
虫
防
除
支
援
技
術
グ
ル

ー
プ
長

吉
田
重
信

◇
次
回
は
５
月
26
日
付

「
Ｈ
ｅ
Ｓ
ｏ
＋
」
の
圃
場
登
録
・
閲
覧
マ
ッ
プ
画

面
例
。
圃
場
に
お
け
る
土
壌
病
害
の
発
生
の
し
や

す
さ
が
程
度
（
レ
ベ
ル
）
ご
と
に
色
分
け
で
表
示

（
青
色
は
レ
ベ
ル
１
（
低
い
）
、
黄
色
は
レ
ベ
ル

２
（
中
程
度
）
、
赤
色
は
レ
ベ
ル
３
（
高
い
）
）

基
本
法
改
正
に
食
品
ア
ク
セ
ス
も

基
本
法
の
見
直
し
は
審
議

会
検
証
部
会
で
順
調
に
回
を

重
ね
、
「
ま
あ
ま
あ
満
足
の

い
く
」
（
農
水
省
筋
）
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。
与
党
と

の
議
論
と
な
る
と
、
関
係
議

員
が
国
会
議
員
補
選
と
地
方

選
で
飛
び
回
っ
て
い
て
会
合

す
ら
開
け
ず
、
選
挙
後
、
大

型
連
休
明
け
を
待
っ
て
動
き

出
す
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

そ
ん
な
流
れ
な
の
で
ズ
バ

リ
施
策
を
掲
げ
る
と
い
う
段

階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

当
面
す
る
課
題
と
し
て
食

料
安
保
絡
み
の
肥
料
原
料
や

畜
産
飼
料
の
調
達
な
ど
も
あ

る
が
、
「
法
改
正
を
機
に
長

期
的
に
方
向
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
す
る
の
は
買

い
物
弱
者
・
買
い
物
難
民
な

ど
、
現
行
法
制
定
時
に
は
想

定
で
き
な
か
っ
た
食
品
ア
ク

セ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
。

ま
た
構
造
的
に
人
が
居
な

く
な
り
、
そ
れ
か
ら
派
生
し

て
元
気
を
失
い
か
け
て
い
る

農
村
集
落
の
再
生
に
つ
い
て

も
道
筋
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

環
境
問
題
へ
の
対
応
も
向

こ
う
20
年
を
見
越
す
と
避
け

て
通
れ
ず
｢

検
証
部
会
を
含

め
た
政
府
と
与
党
主
要
議
員

と
の
間
で
は
そ
う
し
た
認
識

が
既
に
共
有
さ
れ
て
い
る｣



人
の
問
題
だ
が
、
現
在
の

農
業
従
事
者
の
年
齢
構
成
か

ら
す
る
と
「
新
規
就
農
者
が

い
ま
の
ペ
ー
ス
で
参
入
し
て

き
た
と
し
て
も
、
こ
の
先
10

～
15
年
で
担
い
手
が
ガ
タ
減

り
す
る
」
（
別
の
同
省
筋
）

の
は
間
違
い
な
い
。
現
時
点

よ
り
も
相
当
少
な
い
経
営
体

数
で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
土
地
利
用
型
、
野
菜

・
園
芸
、
畜
産
な
ど
各
分
野

の
状
況
を
見
る
と
法
人
化
が

進
ん
で
い
る
の
は
確
か
だ
。

経
営
体
数
全
体
に
占
め
る

割
合
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

い
が
、
利
用
農
地
面
積
、
生

産
額
な
ど
で
法
人
の
占
め
る

割
合
は
大
き
い
。
食
料
の
確

保
・
安
定
供
給
と
い
う
観
点

か
ら
も
「
法
人
化
の
推
進
は

避
け
て
通
れ
そ
う
も
な
い｣



法
人
化
と
い
う
と
農
外
の

企
業
か
ら
の
参
入
を
思
い
浮

か
べ
が
ち
だ
が
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
、
ト
ッ
プ
を
走
る

経
営
体
は
個
人
経
営
か
ら
法

人
経
営
に
転
じ
た
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
だ
。
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
に
は
「
農
業
と
い
う
世

界
の
扉
を
叩た

た

こ
う
と
す
る
人

た
ち
の
受
け
皿
に
な
っ
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
。

将
来
の
暖
簾

の

れ

ん

分
け
、
独
立

を
も
視
野
に
担
い
手
育
成
・

確
保
へ
の
期
待
を
込
め
た
道

筋
が
描
か
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

仕
入
れ
業
拡
大
で
農
協
組
合
員
を
ク
ビ
に
な
る

柏崎 進一 ❹

青森･おいらせ町

先
進
地
視
察
し
機
械
化
進
め
る

１
９
８
０
年
代
は
、
徐
々
に

土
作
り
の
成
果
が
出
始
め
る
中

で
ナ
ガ
イ
モ
大
根
ゴ
ボ
ウ


ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
カ
ボ
チ
ャ
と


本
当
に
い
ろ
い
ろ
生
産
し
た


あ
と
は
キ
ャ
ベ
ツ
。
こ
こ
は

岩
手
と
同
じ
南
部
地
方
で
、
江

戸
時
代
か
ら
「
南
部
甘か

ん

藍ら
ん

」
の

産
地
だ
っ
た
ん
だ
。
他
に
も
レ

タ
ス
や
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
も
試
し

に
作
っ
て
み
た
が
、
こ
れ
は
作

業
が
大
変
で
、
す
ぐ
に
や
め
た

（
笑
）


当
時
は
、
気
骨
の
あ
る
野
菜

農
家
が
青
森
県
農
業
会
議
に
集

ま
っ
て
畑
作
研
究
会
を
結
成

し
、
全
国
の
野
菜
先
進
地
の
視

察
に
も
よ
く
行
っ
た
。

北
海
道
の
伊
達
市
農
協
に
行

っ
た
時
は
、
ま
だ
農
薬
散
布
が

手
作
業
だ
っ
た
時
代
に
、
向
こ

う
か
ら
ブ
ワ
ッ
と
大
き
な
ブ
ー

ム
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
農
薬
を
散

布
し
な
が
ら
登
場
し
て
、
「
う

わ
っ
！
」
と
驚
い
た
。
す
ぐ
に

こ
っ
ち
も
購
入
し
た
よ
。

そ
う
や
っ
て
機
械
化
を
進

め
、
そ
の
う
ち
、
冷
涼
な
地
域

の
気
候
に
適
し
た
根
菜
類
に
品

目
が
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
。
野

菜
産
地
化
の
初
期
は
、
米
の
集

出
荷
が
中
心
だ
っ
た
農
協
よ

り
、
産
地
卸
業
者
の
動
き
が
速

か
っ
た
ね
。

20
代
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
買
い
付
け

実
は
私
も
、
知
り
合
い
の
卸

業
者
に
言
わ
れ
て
、
20
歳
頃
か

ら

買
い
子

を
や
っ
て
い
た


今
で
言
う
産
地
仲
買
だ
よ
ね


卸
業
者
か
ら
「
何
月
何
日
頃
に

収
穫
で
き
そ
う
な
キ
ャ
ベ
ツ
を

な
ん
反
歩
で
も
買
い
付
け
ろ｣

と
日
時
指
定
で
司
令
が
来
る


こ
っ
ち
は
地
域
の
畑
を
見
て

収
穫
時
期
が
合
う
農
家
を
夜
に

訪
ね
、
畑
１
筆
い
く
ら
の
商
談

を
す
る
。
20
代
の
若
造
が
百
万

単
位
の
お
金
を
預
か
っ
て
買
い

付
け
に
歩
い
た
ん
だ
か
ら
、
そ

り
ゃ
面
白
か
っ
た
よ
。

一
度

農
協
の
カ
ボ
チ
ャ
部

会
の
目
ぞ
ろ
え
会
の
後

当
日

の
夜
の
う
ち
に
部
会
の
カ
ボ
チ

ャ
を
大
半
買
い
付
け
、
ひ
ん
し

ゅ
く
を
買
っ
た
け
ど
な(

笑)



私
自
身
の
農
協
へ
の
出
荷
額

も
、
組
合
員
の
中
で
か
な
り
多

か
っ
た
と
思
う
。
当
時
の
農
協

は
、
高
額
出
荷
者
を
海
外
旅
行

に
招
待
し
て
い
た
け
れ
ど
、
ず

っ
と
招
待
さ
れ
て
旅
行
に
行
っ

て
い
た
し
、
部
会
の
役
員
も
や

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
農
協
へ
の
出
荷

額
よ
り
個
人
で
の
仕
入
れ
業
の

所
得
が
大
き
く
な
っ
て
、
ど
う

や
ら
農
協
に
と
っ
て
は
目
障
り

な
存
在
に
な
っ
た
ら
し
い
。

あ
る
日
、
農
協
か
ら
「
組
合

員
か
ら
除
名
す
る
」
と
い
う
文

書
が
届
い
た
。
生
産
よ
り
も
仕

入
れ
販
売
額
が
多
す
ぎ
て
、
純

粋
な
農
家
と
し
て
見
な
さ
れ
な

い
と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。

農
家
で
あ
る
こ
と
を
否
定
さ
れ

た
よ
う
な
も
の
で
、
以
後
、
農

協
出
荷
も
で
き
な
く
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
腹
が
立
っ
た
よ
。

た
だ
、
産
地
卸
業
者
が
「
そ
れ

な
ら
、
う
ち
が
全
部
買
い
取

る
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、

出
荷
先
に
は
困
ら
な
か
っ
た
け

ど
な
。

構
成

榊
田
み
ど
り

40
代
の
頃
、
南
部
甘
藍
の
生
産
圃

場
で

誰
も
が
の
び
の
び
暮
ら
せ
る
社
会
に

女
ひ
と
り
米
農
家
に
な
る
記
録

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
百
菜
劇
場

代
表

滋
賀
・
近
江
八
幡
市

廣
部

里
美

友
人
た
ち
の
提
案
か
ら

百
菜
劇
場
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
で
看
板
商
品
と
な
っ
て
い
る

「
出
産
内
祝
い
米
」
は
、
友
人
が

出
産
し
た
際
に
依
頼
し
て
く
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
商
品
化
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
と
同
じ
体
重
の
お

米
を
、
内
祝
い

と
し
て
贈
る
と

い
う
も
の
だ
。

独
立
就
農
し
た
ば
か
り
の
頃
で
、

経
営
戦
略
な
ん
て
も
の
は
な
に
も

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
期
に
、
た

ま
た
ま
友
人
か
ら
頼
ま
れ
た
「
出

産
内
祝
い
米
」
は
、
お
米
を
ギ
フ

ト
商
品
に
す
る
と
い
う
、
付
加
価

値
の
高
い
農
業
経
営
を
模
索
す
る

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。
会
社
員
時
代

の
貯
金
を
使
っ
て
、
信
頼
す
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
９
年
た
っ
て
も

魅
力
が
衰
え
ず
、
先
日
も
「
イ
ン

ス
タ
で
一
目
ぼ
れ
し
ま
し
た
」

と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
つ
き
の
注
文
を

い
た
だ
い
た
。

今
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
カ

所
を
変
え
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

「
出
産
内
祝
い
米
」
に
は
、
赤
ち

ゃ
ん
の
名
前
、
生
年
月
日
、
性

別
、
体
重
を
記
載
し
て
い
る
が
、

性
別
の
記
載
を
な
く
し
た
い
。
今

年
の
１
月
か
ら
、
友
人
が
は
じ
め

た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
ま
つ
わ
る
読

書
会
に
参
加
し
て
い
て
、
「
性
は

本
人
が
決
め
る
こ
と
」
と
思
っ
た

か
ら
だ
。

性
は
自
分
で
選
ぶ
も
の

私
は
30
歳
に
な
る
年
に
、
地
元

で
も
な
い
土
地
で
、
ひ
と
り
で
独

立
就
農
し
た
。
農
業
経
営
の
こ
と

を
考
え
た
ら
田
ん
ぼ
を
増
や
す
べ

き
だ
け
ど
、
こ
の
先
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
結
婚
出
産
介
護
な
ど

が
頭
の
片
隅
に

あ
り
、
な
か
な

か
決
断
で
き
ず

に
い
た
｢

女
の
子｣

と
し
て
育
て

ら
れ
た
自
分
は
、
い
ず
れ
家
事
や

育
児
な
ど
の
労
働
を
担
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
知
り
は
じ
め
て
、

そ
れ
ら
の
労
働
は
性
に
関
係
の
な

い
こ
と
だ
と
気
づ
い
た
。
生
ま
れ

て
き
た
子
ど
も
た
ち
が

自
分
で

性
を
選
び

性
に
よ
っ
て
役
割
を

強
制
さ
れ
ず
、
の
び
の
び
と
暮
ら

せ
る
社
会
に
近
づ
い
て
ほ
し
い
。

◇
次
回
は
５
月
26
日
付

看
板
商
品
の
「
出
産
内
祝
い
米
」

約
60
％

雨
の
日
で
も
30
％
の
強
さ
が
あ
り
、
曇
り
や
雨
の
日
で
も
油
断
大
敵
で
す
。

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和5年)()総合３３

２面・農政ニュースをまとめて確認
３面・農政・用語解説

▶なんでも聞いちゃえアグリの話（３週に掲載）
いまさら聞けない○○って何？を対話形式でやさし

く解説。新任委員さんや学生さんにもおすすめです。

▶アグリとサイエンス（４週に掲載）
目で見て分かりやすい！最新農業技術を紹介。４コ

マ漫画や豊富な写真で解説します。

＜過去の解説記事一例＞
・肥料価格高騰で経営にダメージ
　穀物需要増、燃料価格上昇、中国の輸出検査厳格化
・みどりの食料システム方が施行
　化学農薬・肥料の低減と有機農業の推進へ
・高騰する農業生産資材
　肥料、飼料、光熱動力、建築資材　いずれも上昇傾向
・今年の春・夏が暑かったのはなぜ？
　上層と地表の高気圧が記録的に強まった＋温暖化傾向

「循環進展無窮也」
（農）新利根協同農学塾農場　代表
茨城県　上野　裕

１週

▶ ▶ ▶「畑と心の四季」
うちやま農園

北海道　内山　佳奈

２週

「女ひとり米農家になる記録」
ＮＰО法人百菜劇場　代表
滋賀県　廣部　里美

４週

「地域の嬉しい食をつくる」
㈱福田農場�取締役

60年続く観光農園３代目
熊本県　福田　浩樹

３週

私たちと一緒に農業をより深く、
楽しく勉強しましょう‼

耕一

いなかに住む瑞穂の伯父
（50歳）。市の農業委員
でもある

瑞穂

都内の普通科高校１年生
（16歳）。社会科が得意
で好奇心おう盛

2023年 4月 28日号
「土壌病害診断AI アプリを開発」より



最新の技術や農業機械、
先進農家の取り組みを紹介

た
。
長
期
保
存
も
可
能
だ
。
放
置
竹
林
か
ら
発

生
す
る
竹
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
環

境
保
全
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
価
格
が
高
騰

す
る
輸
入
粗
飼
料
へ
の
依
存
が
減
っ
て
国
産
粗

飼
料
と
し
て
安
定
的
に
入
手
で
き
る
。

粉
砕
し
た
竹
を
飼
料
作
物
（
輸
入
乾
草
）
の

代
わ
り
と
し
て
飼
料
に
混
ぜ
、
乳
牛
に
与
え
る

技
術
を
愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
（
長
久
手

な

が

く

て

市
）
が
開
発
し
た
。
竹
粉
を
給
与
し
た
乳
牛
の

乾
物
摂
取
量
と
乳
量
は
慣
行
と
遜
色
な
か
っ

酢
粕
を
添
加
し
た
竹
粉
を
Ｔ
Ｍ

Ｒ
に
混
ぜ
て
乳
牛
に
給
与
す
る

（
写
真
は
い
ず
れ
も
愛
知
県
農

業
総
合
試
験
場
提
供
）

竹を乳牛の粗飼料に利用 乾乾
物物
摂摂
取取
量量
とと
乳乳
量量

慣慣
行行
とと
遜遜
色色
なな
しし

乾乾
物物
摂摂
取取
量量
とと
乳乳
量量

慣慣
行行
とと
遜遜
色色
なな
しし

乾
物
摂
取
量
と
乳
量

慣
行
と
遜
色
な
し

愛愛知知県県農農業業総総合合試試験験場場がが開開発発愛知県農業総合試験場が開発


繁
茂
し
た
竹
林
、

粉
砕

し
た
竹
を
飼
料
に
混
ぜ
る

粉
に
し
Ｔ
Ｍ
Ｒ
に

％
混
ぜ

竹
粉

酢
粕
加
え
長
期
保
存
が
可
能

で
き
あ
が
っ
た
竹
粉
（
酢

竹
）
を
、
輸
入
乾
草
（
ス
ー

ダ
ン
グ
ラ
ス
）
の
代
替
と
し

て
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
完
全
混
合
飼
料

＝
牛
が
必
要
と
す
る
栄
養
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
だ
飼

料
）
に
約

％
混
ぜ
た
。

こ
れ
を
分
娩
後
の
乳
牛

（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）
に
１

１
５
日
間
与
え
た
と
こ
ろ
、

飼
料
の
乾
物
摂
取
量
と
乳
量

は
慣
行
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
与
え
た

牛
と
遜
色
が
な
か
っ
た
。

竹
粉
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ

イ
レ
ー
ジ
や
ア
ル
フ
ァ
ル
フ

ァ
ヘ
イ
キ
ュ
ー
ブ
に
比
べ
消

化
率
が
低
く
、
飼
料
中
の
乾

草
全
て
を
置
き
換
え
る
こ
と

は
難
し
い
。

ま
た
、
竹
林
の
中
か
ら
竹

を
搬
出
す
る
コ
ス
ト
が
高
く

な
る
た
め
、
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
竹
を
効
率
的
に
集
め

る
体
系
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。

全
国
の
乳
牛
１
頭
当
た
り

の
経
営
コ
ス
ト
で
は
、
飼
料

費
が

・
７
％
（
農
水
省
統

計
・
２
０
２
１
年
牛
乳
生
産

費
か
ら
）
と
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
。

畜
産
研
究
部
養
牛
研
究
室

の
植う

え

手て

俊と
し

樹き

技
師
は
「
高
止

ま
り
す
る
輸
入
飼
料
へ
の
依

存
を
減
ら
せ
、
各
地
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
管
理
放
棄
さ

れ
た
竹
林
の
有
効
利
用
に
も

な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

竹
は
成
長
が
早
く
て
繁
殖

力
も
強
く
、
各
地
で
広
く
自

生
し
て
い
る
。
年
間
を
通
じ

て
比
較
的
に
入
手
し
や
す

い
。
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ

て
、
飼
料
畑
の
確
保
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
地
域
で
の
未

利
用
資
源
と
し
て
活
用
で
き

コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
。

新
た
な
繊
維
源
に

試
験
に
は
、
１
～
５
年
生

の
孟
宗

モ
ウ
ソ
ウ

竹
を
使
っ
た
。
新
た

な
繊
維
源
と
し
て
飼
料
利
用

で
き
る
が
、
硬
化
し
た
竹
は

加
工
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
破
砕
さ
れ
た
生
の
竹
は

含
水
率
が
高
い
た
め
腐
敗
し

や
す
く
、
サ
イ
レ
ー
ジ
化
に

必
要
な
糖
含
量
は
低
い
た
め

他
の
原
料
と
混
合
し
て
使
う

必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
竹
を
樹
木
粉
砕
機

で
粉
状
に
し
て
、
液
状
の
酢

粕か
す

（
酢
を
醸
造
す
る
際
に
出

る
副
産
物
）
を
重
量
比
で


％
添
加
し
た
。
酢
粕
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
pH
（
水
素

イ
オ
ン
指
数
）
を
４
前
後
に

維
持
し
、
常
温
で
長
期
保
存

し
て
も
竹
粉
は
腐
敗
せ
ず
、

乳
酸
菌
や
酵
母
は
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
。
資
源
と
し
て
有

効
に
利
用
で
き
る
。

輸入飼料の依存減らす

放置竹林を有効に活用

竹の搬出コスト削減が課題

酢
粕

難しくないことからまず始めてみよう

発
信
を
し
た
い
が
時
間
が
と
れ
な
い

ＱＱＱＱＡＡＡＡ Ｑ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た

い
で
す
が
、
農
作
業
が
忙
し
く
、

時
間
が
と
れ
ず
に
で
き
ず
じ
ま
い

で
す
。
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ

２
月
末
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
申
請
期
限
に
長

蛇
の
列
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶

に
も
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
２

０
１
７
年
の
申
請
開
始
か
ら
実
に

６
年
、
い
か
に
す
ぐ
や
る
こ
と
が

難
し
い
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

「
す
ぐ
や
れ
ば
、
す
ぐ
済
む
」

こ
の
言
葉
は
、
生
前
私
の
祖
父
の

友
人
で
、
広
島
県
初
の
民
間
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
「
自
然
の
森
Ｍ
．
Ｇ

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
」
（
広
島
県
府

中
市
上
下
町
）
の

創
業
者･

森も
り

岡お
か

ま

さ
子
さ
ん
の
言
葉

で
す
。
森
岡
さ
ん

は
こ
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
経
営

し
な
が
ら
、
ご
主
人
の
原
爆
症
の

看
護
、
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

全
国
で
講
演
活
動
す
る
な
ど
、
08

年
５
月
に
98
歳
で
亡
く
な
ら
れ
る

ま
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会

う
人
は
す
べ
て
福
の
神
と
、
い
つ

も
笑
顔
で
人
々
と
接
し
、
多
く
の

人
か
ら
愛
さ
れ
た
方
で
す

こ
の

｢

す
ぐ
や
れ
ば

す
ぐ
済
む｣

と
い

う
言
葉
が
強
く
心
に
残
っ
て
い

て

い
ま
で
も
若
い
人
に
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す

著
書
も
あ

り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
一
度
手
に
取

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

よ
く｢

や
る
気
ス
イ
ッ
チ｣

を
入

れ
る
と
言
い
ま
す
が

脳
科
学
的

に｢

や
る
気
ス
イ
ッ
チ｣

は
存
在
し

ま
せ
ん
｢

少
し
始
め
る
→
ど
ん
ど

ん
や
る
気
が
で
る
→
す
ぐ
済
む｣

が
正
解
の
よ
う
で
す

み
な
さ
ん

も
防
除
や
草
刈
り
が
面
倒
く
さ
い

と
思
い
な
が
ら
も
、
始
め
て
み
る

と
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
経
験
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

と
か
く
情
報
発
信
な
ど
慣
れ
な

い
こ
と
は
気
が
重
い
で
す
が
①
ま

ず
は
10
秒
だ
け
や
っ
て
み
る
②
椅

子
に
座
っ
て
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を

入
れ
る
③
締
め
切
り
日
を
決
め
る

④
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を

写
真
に
撮
る
よ
う
に
心
が
け
る


な
ど
、
難
し
く
な
い
ち
ょ
っ

と
し
た
行
動
を
決
め
る
こ
と
か
ら

始
め
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

な
に
よ
り
、
し
ん
ど
い
こ
と
を

始
め
る
と
思
わ
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ

ロ
グ
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
読
者

の
反
応
が
早
く
見
た
い
な
ど
、
楽

し
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
長
続
き

さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。

◇
次
回
は
５
月
５
日
付

管
理
や
収
穫
が
楽
に
で
き
る
カ
ボ
チ
ャ

耕
畜
連
携
で
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

日
ハ
ム
新
球
場
に
リ
リ
ー
フ
カ
ー
贈
る

養豚から豚肉の加工・流通を展開

する㈱フリーデン（神奈川県平塚
ひらつか

市）は、耕畜連携によって飼料作物

・子実
し じ つ

用トウモロコシによる原料の

国産化を進めていく。

同社は輸入飼料価格高騰と米の需

要減から2021年に子実用トウモロコ

シに着目し、生産。耕畜連携によっ

て国産化へのチャレンジを進め、23

年は約150㌧の収穫量を見込む。

国産原料の比率を高める取り組み

により食料自給率向上への貢献、耕

畜連携によ

る持続可能

な農業の構

築、耕作放

棄地の活用

による農地

の再生などが期待できるとする。

豚の肥育後期で飼料構成比の約８

割に相当する穀類全てを国産原料に

切り替えていく計画だ。

子実用トウモロコシは飼料用に栽培するト

ウモロコシのうち、茎葉全体ではなく子実の

みを収穫して活用する。

プロ野球チーム・北海道日本ハム

ファイターズが本拠地にする新球場

エスコンフィールドＨＯＫＫＡＩＤ

Ｏ（北海道北
きた

広島
ひろしま

市）で、㈱クボタ

（大阪市）のユーティリティビーク

ル(多目的四輪車)｢ＲＴＶ－Ｘ900｣

が利用される。クボタはこのほど、

㈱ファイターズスポーツ＆エンター

テイメントにユーティリティビーク

ル２台を贈呈した（写真）。同社

は、野球場というエンターテインメ

ント空間を

通じ農業の

魅力を発信

する契機に

したいとい

う。

ユーティリティビークルは、農業

・牧畜・園芸といった自然を相手に

したフィールドで、移動や物資運搬

などに利用する。

新球場で試合途中に投手が登場す

る際、投球練習場からマウンド近くまで乗車

するリリーフカーとして活用される。

２人乗り、21.9馬力で最高時速40㌔。

農研機構（茨城県つくば市）は朝

日アグリア㈱（東京都豊島区）と、

短節間性と株元着果性に優れ、食味

のよいカボチャの新品種「豊
ほう

朝
ちょう

交
こう

１号」（写真）を共同で育成した。

節と節との間が短く、株元から70

㌢付近までの着果位置が安定する。

つるの誘引など整枝作業をしなくて

も収穫適期

の果実を見

つけやすい

ことから、

管理や収穫

作業時の軽

労化が可能

だ。果肉は濃い黄色で厚い。粉質系

で、加熱調理後にホクホクした食感

になる。

国産カボチャの果実は食品加工業

者から安定供給が求められていて、

全国で栽培できる品種の必要性が増

している。

気象条件にかかわらず株元着果が安定して

いて、幅広い地域で栽培できる。種子は「栗

のめぐみ１号」の商品名で販売する。

東
京
農
工
大
学

名
誉
教
授

藤
ふ

じ

井い

義
よ

し

晴
は

る

緑
肥
の
始
め
方
と
ア
レ
ロ
パ
シ
ー

①

ヘヘ
アア
リリ
ーー
ベベ
ッッ
チチ
のの
謎謎
をを
解解
明明

ヘヘ
アア
リリ
ーー
ベベ
ッッ
チチ
のの
謎謎
をを
解解
明明

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
の
謎
を
解
明

昨
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
、
化
学
肥
料
の
価
格
も
高

騰
し
た
結
果
、
世
界
中
で
緑

肥
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

本
連
載
で
は
、
著
者
ら
が

研
究
し
て
き
た
ヘ
ア
リ
ー
ベ

ッ
チ
な
ど
の
緑
肥
が
な
ぜ


作
物
の
収
量
と
品
質
を
向
上

さ
せ
る
の
か
に
つ
い
て
、
ア

レ
ロ
パ
シ
ー
面
か
ら
解
明
し

た
成
果
を
紹
介
す
る
。

◎
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
は
牧
草

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
は
レ
ン

ゲ
と
同
じ
マ
メ
科
の
牧
草
で

あ
る
が
、
レ
ン
ゲ
よ
り
も
耐

虫
性
、
耐
寒
性
が
強
く
、
茎

に
白
い
毛
が
あ
り
、
小
さ
い

が
藤
に
似
た
花
が
咲
く
。

◎
農
家
か
ら
教
わ
る

有
機
栽
培
農
家
か
ら
無
農

薬
・
無
肥
料
栽
培
に
使
え
る

と
教
わ
り
、
30
年
前
に
研
究

を
開
始
し
た
。
葉
は
カ
ラ
ス

ノ
エ
ン
ド
ウ
そ
っ
く
り
で
、

雑
草
を
栽
培
し
て
い
る
と
笑

わ
れ
た
が
、
花
が
咲
く
と
区

別
で
き
る
。
秋
に
散
播
す
る

と
、
春
か
ら
初
夏
の
雑
草
を

抑
制
し
、
一
斉
に
枯
れ
て
マ

ル
チ
状
に
な
り
、
地
力
を
高

め
る
こ
と
か
ら
、
農
家
に
支

持
さ
れ
、
広
ま
っ
て
い
る
。

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
研
究
で

二
つ
大
き
な
発
見
を
し
た
。

一
つ
め
は
雑
草
や
病
害
虫
に

強
い
成
分
シ
ア
ナ
ミ
ド
の
発

見
で
あ
る
。
シ
ア
ナ
ミ
ド
は

化
学
肥
料
で
あ
る
石
灰
窒
素

の
成
分
で
、
簡
単
な
化
合
物

な
の
で
、
最
初
は
笑
わ
れ
た

が
、
植
物
が
合
成
す
る
天
然

物
で
あ
る
こ
と
は
世
界
初
の

発
見
で
あ
り
、
成
果
は
徐
々

に
評
価
さ
れ
た
。

◎
病
害
抑
制
と
増
収
の
謎

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
を
す
き

込
む
と
、
シ
ア
ナ
ミ
ド
は
尿

素
を
経
て
窒
素
肥
料
と
な

り
、
土
壌
に
残
留
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ

ッ
チ
を
数
年
栽
培
し
た
畑
で

は
病
害
虫
が
減
り
、
作
物
や

果
樹
の
品
質
が
向
上
し
、
収

量
も
増
え
る
と
農
家
か
ら
聞

き
、
不
思
議
だ
っ
た
。

６
年
前
に
開
始
さ
れ
た
Ｃク

Ｒ
Ｅ

レ

Ｓス

Ｔト

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ

栽
培
土
壌
に
オ
カ
ラ
ミ
ン
と

い
う
抗
生
物
質
を
発
見
し
、

根
に
共
生
す
る
ペ
ニ
シ
リ
ウ

ム
属
の
菌
が
こ
れ
を
合
成
す

る
こ
と
、
こ
の
菌
の
接
種
で

作
物
が
増
収
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
若
い
研
究

者
た
ち
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
成
果
で
あ
り
、
感
謝
し
て

い
る
。

シ
ア
ナ
ミ
ド
と
オ
カ
ラ
ミ
ン
の
発
見

６経営・技術年(令和5年)()全 国 農 業 新 聞（第３種郵便物認可）
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４面（経営・流通）

農業経営でお困りのことはありませんか？
疑問のあれこれを分かりやすいQ＆A形式で解説し、解決
に導きます

各メーカーなどで開発された新
技術・新品種や新発売の農業機
械、資材をご紹介します。

マーケティングや農業技術、税
金等経営に役立つハウツー情報
を連載形式で解説します。

認定農業者
  応援宣言！

▶ ▶ ▶

１週 ４週２週 ３週



５面はここに注目

６面はここに注目

２週・４週は見開きのワイド面でお送りします。
レイアウトを新聞の枠にとらわれない斬新な形に挑
戦し、今まで以上に読みやすい紙面を目指します。

経営に役立つヒントがたくさん

5

５面、６面（経営・流通）※２週、４週限定！

◆２週、４週共通
農老若男女問わず農業者の皆様注目！
経営に役立つ管理方法や技術、話題の商品や注目技
術など経営に役立つ実務情報が盛りだくさん。

◆２週は市況に特化！

市況はここでチェック！
東京、大阪市場を巡るトピックや果物、食肉鶏卵の
市況をご紹介します。

◆４週はマーケット情報に特化！
…農産物流通・販売の専門家が解説します。

地域における直売所や商品づくりを解説

スーパーの農産物流通の話題・解説

米の価格や流通状況など徹底解説

国産野菜の話題と動きを解説

TVでも大人気、藤田智教授の解説により、
野菜づくりのコツを学べます。
新規就農者の皆様、新しい作物の栽培に挑
戦される皆様を応援します！

分かりやすい
イラスト付き！

人気
記事

いずれ訪れる「代替わり」。
その際に必要になる手続きについて

解説します。（２週に掲載）

健康に過ごすためには正しい食生活
が重要です。発酵食など、「健康」につ
ながる食べ方をご紹介します。（４週に
掲載）

農家や住民が地域活性化を目指
す取り組み事例をご紹介します。

月に２回、各地から集まる美味しい
ごちそうをプレゼント！！

2023年４月28日号
「大きいトマト（1）－今年はぜひ作りましょう」の回より



全国の農業委員会の活躍を
毎週お知らせします。

◆農業委員・農地利用最適化推進委員だけでなく農業経営者も役に立つ連載

65

農家生活にまつわる法律をQ&A
形式で解説します。（３週に掲載）

動
活
委
農

の

べ
る
し
道

農
業
委
員
会
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
③

本
紙
取
材
班

(

取
材
協
力

岐
阜
県
農
業
会
議)

農
地
利
用
状
況
調
査
で
の
活
用作業の効率化を図る大きな武器に

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用

す
る
本
巣
市
農
業
委
員
会
（
後
藤
壽

太
郎
会
長
）
は
、
ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ

イ

ー

マ

フ

現
地

確
認
ア
プ
リ
を
使
っ
た
農
地
利
用
状

況
調
査
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
遊

休
農
地
の
報
告
や
違
反
転
用
の
早
期

発
見
・
是
正
に
役
立
て
て
い
る
。

ア
プ
リ
の
操
作
研
修
を
行
っ
た
の

は
、
全
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
し

出
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
総
会
運

営
や
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
開

始
し
た
直
後
の
昨
年
11
月
。
研
修
会

で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
フ
ル
活
用
し
て

も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
す
で
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
農
地
利
用
状
況

調
査
は
、
紙
で
の
報
告
に
加
え
、
ア

プ
リ
で
も
で
き
る
こ
と
を
委
員
に
説

明
。
ま
た
、
よ
り
実
践
的
な
研
修
と

す
る
た
め
、
あ
え
て
研
修
用
の
デ
モ

デ
ー
タ
は
使
わ
ず
、
実
在
す
る
市
内

の
農
地
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
そ
の

た
め
の
事
前
準
備
と
し
て
、
事
務
局

が
委
員
一
人
一
人
に
個
別
の
ア
プ
リ

Ｉ
Ｄ
を
作
成
。
市
内
全
域
の
農
地
の

所
在
・
地
目
・
面
積
や
所
有
者
・
耕

作
者
な
ど
の
農
地
台
帳
情
報
を
閲
覧

で
き
、
調
査
結
果
を
す
ぐ
に
入
力
で

き
る
よ
う
準
備
し
た
。

こ
う
し
た
研
修
を
経
て
、
一
部
地

域
で
ア
プ
リ
を
使
っ
た
農
地
利
用
状

況
調
査
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
は
委
員

か
ら
紙
で
報
告
を
受
け
た
事
務
局

が
、
１
筆
ず
つ
農
地
台
帳
に
デ
ー
タ

を
入
力
し
て
い
た
が
、
ア
プ
リ
を
活

用
す
る
こ
と
で
調
査
結
果
が
す
ぐ
に

農
地
台
帳
に
連
携
す
る
た
め
、
簡
単

に
デ
ー
タ
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
遊
休
農
地
の
現
況
を

事
務
局
に
伝
え
る
た
め
、
写
真
を
印

刷
し
提
出
す
る
委
員
が
い
た
が
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
撮
っ

た
写
真
を
ア
プ
リ
で
簡
単
に
送
信
で

き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

違
反
転
用
農
地
の
早
期
発
見
と
是

正
に
も
ア
プ
リ
が
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
ゴ
ミ
が
不

法
投
棄
さ
れ
た
農
地
を
発
見
し
た
委

員
が
、
写
真
付
き
で
事
務
局
へ
報
告

し
、
農
地
所
有
者
に
速
や
か
に
指
導

で
き
た
こ
と
で
ゴ
ミ
の
撤
去
に
つ
な

が
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
。

同
農
業
委
員
会
は
今
後
、
ア
プ
リ

に
よ
る
農
地
利
用
状
況
調
査
を
市
内

全
域
に
広
げ
、
紙
に
よ
る
調
査
の
準

備
、
報
告
、
集
計
に
か
か
る
時
間
・

労
力
が
短
縮
す
る
こ
と
で
、
遊
休
農

地
の
解
消
に
向
け
た
所
有
者
の
意
向

確
認
や
担
い
手
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
に
力
点
を
置
い
て
い
く
。

年

頭
以
上
処
理

ジ
ビ
エ
推
進
の
中
心
的
施
設

356

鳥
取
県
若
桜
町

わ
か
さ
ち
ょ
う

の
獣
肉
解

体
処
理
施
設
「
わ
か
さ
２に

９く

工
房
」
。
ジ
ビ
エ
利
用
量
全

国
４
位
の
同
県
の
７
割
に
当

た
る
年
間
３
千
頭
以
上
の
野

生
獣
を
解
体
処
理
し
て
お

り
、
同
県
に
お
け
る
ジ
ビ
エ

推
進
の
中
心
的
施
設
に
な
っ

て
い
る
。
安
全
・
安
心
で
上

質
な
ジ
ビ
エ
を
首
都
圏
・
関

西
圏
の
レ
ス
ト
ラ

ン
約
１
０
０
店

舗
、
県
東
部
の
約

20
店
舗
な
ど
県
内

外
に
提
供
す
る
ほ

か
、
地
元
ス
ー
パ

ー
で
は
鹿
肉
を
通

年
で
販
売
。
県
内

の
小
中
学
校
の
給

食
材
料
に
も
供
給

し
て
お
り
、
ジ
ビ
エ
の
普

及
、
食
育
を
推
進
し
て
い

る
。年

末
年
始
を
除
く
実
質
３

６
０
日
稼
働

持
ち
込
ま
れ

た
鹿
猪
は
原
則
全
頭
受
け

入
れ
て
お
り

地
元
の
若
桜

町･

八や

頭ず

町
ち
ょ
う

で
捕
獲
さ
れ
る

鹿
の
７
割
以
上

猪
の
約
４

割

鹿
と
猪
の
合
計
で
約
７

割
を
同
工
房
が
処
理･

利
用

し
て
い
る

独
自
で
保
冷
車

を
整
備
し
、
品
質
が
低
下
し

や
す
い
夏
場
や
遠
隔
地
で
捕

獲
さ
れ
た
鹿
な
ど
を
処
理
施

設
従
業
員
が
自
ら
集
荷
。
猟

師
の
負
担
軽
減
と
と
も
に
肉

の
品
質
を
確
保
し
て
い
る
。

同
県
内
の
ジ
ビ
エ
処
理
施

設
と
し
て
初
め
て
県
版
の
衛

生
管
理
基
準(

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

ハ

サ

ッ

プ

)

適
合
施
設
認
定
を
取
得
。
エ

ゾ
シ
カ
以
外
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
処
理
施
設
で
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
認
定
取
得
は
日
本
初
で
あ

り
、
併
せ
て
同
県
で
初
と
な

る
国
産
ジ
ビ
エ
認
証
も
取
得

し
て
い
る
。
同
工
房
を
訪
れ

た
首
都
圏
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ

ェ
フ
か
ら
は
「
こ
ん
な
き
れ

い
な
施
設
は
初
め
て
」
「
安

心
し
て
お
客
さ
ま
に
ジ
ビ
エ

を
提
供
で
き
る
」
と
い
っ
た

声
が
上
が
る
な
ど
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

人
材
育
成
面
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
や
ジ
ビ
エ
処

理
施
設
運
営
希
望
者
を
受
け

入
れ
、
衛
生
管
理
の
重
要
性

や
解
体
処
理
の
技
術
、
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
経
験
者
か
ら
実
際
に
解

体
処
理
施
設
の
運
営
者
も
生

ま
れ
た
。

同
工
房
の
指
定
管
理
業
務

を
受
託
し
て
い
る
猪
鹿
庵

じ
び
え
あ
ん

の

施
設
管
理
責
任
者
・
河か

わ

戸と

建た
て

樹き

さ
ん(

50)

は｢

捕
獲
さ
れ

た
個
体
は
無
駄
な
く
全
て
利

活
用
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
き
た

そ
れ
を
今
後
と
も

続
け
て
い
き
た
い｣

と
話
す



年
度
鳥
獣
対
策
優
良
活
動
表
彰
⑦

農農
村村
振振
興興
局局
長長
賞賞

捕捕
獲獲
鳥鳥
獣獣
利利
活活
用用
部部
門門((

団団
体体))

農農
村村
振振
興興
局局
長長
賞賞

捕捕
獲獲
鳥鳥
獣獣
利利
活活
用用
部部
門門((

団団
体体))

農
村
振
興
局
長
賞

捕
獲
鳥
獣
利
活
用
部
門(

団
体)

鳥
取･

若
桜
町

わ
か
さ
２
９
工
房


年
間
３
千
頭
以

上
、
解
体
処
理
す

る
わ
か
さ
２
９
工

房
、

猪
鹿
庵
の

河
戸
さ
ん

茨城県

(１人分101㌔カロリー塩分1.1㌘)

カリフラワーとエビのニンニク炒め

◆材料（４人分） カリフラワ

ー½個・正味200㌘、エビ中12尾

・殻付き200㌘、片栗粉大さ
じ１、

Ａ（塩小さ
じ⅓、黒粗びきコショウ

少々）、黄パプリカ½個、ニンニ

ク１かけ、オリーブ油大さ
じ１½、

Ｂ（白ワインまたは酒大さ
じ２、オ

イスターソース大さ
じ½、塩、黒粗

びきコショウ各少々）

◆作り方 ❶カリフラワーは食

べやすい大きさに切り、水に漬け

て水けをきる。パプリカは、縦半

分に切って横１㌢幅に切る。❷エ

ビは尾の先を切り、背にはさみで

切れ目を入れ背わたをとる。片栗

粉を絡めて洗い、水けをふきＡを

絡める。❸フライパンにオリーブ

油を熱し、カリフラワーを炒め

る。エビを焼き、パプリカとニン

ニクを加え、エビを返してふたを

してエビに火を通す。❹Ｂを加え

て強火で全体に絡め、器に盛る。

市
の
磯い

そ

原は
ら

町
ち
ょ
う

を
担
当
す

る
小こ

林
ば
や
し

勇
い
さ
む

農
業
委
員(

)

は
22
年
度
、
地
域
の
担
い
手

へ
働
き
か
け
補
助
事
業
を
活

用
し
、
同
町
木き

皿さ
ら

地
区
と
上か

み

相そ
う

田だ

地
区
で
合
計

㌃
の
遊

休
農
地
を
解
消
し
た
。

小
林
委
員
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
を
通
じ
て
国
の
補

助
事
業
「
遊
休
農
地
解
消
緊

急
対
策
事
業
」
を
知
り
、
活

用
。
同
事
業
は
「
農
用
地
区

域
内
の
農
地
の
う
ち
簡
易
な

整
備
で
解
消
で
き
る
遊
休
農

地
」
を
対
象
に
、
条
件
を
満

た
し
た
農
地
を
農
地
中
間
管

理
機
構
が
借
り
受
け
、
解
消

し
た
後
に
耕
作
者
に
貸
し
付

け
る
も
の
。

地
元
青
年
会
活
動
へ
の
参

加
や
上
相
田
地
区
の
区
長
だ

っ
た
こ
と
か
ら
地
元
の
信
頼

が
厚
い
小
林
委
員
は
、
農
地

所
有
者
の
も
と
に
足
を
運

び
、
事
業
の
活
用
を
説
得
し

た
。ま

た
、
地
域
の
担
い
手
で

遊
休
農
地
の
周
辺
で
耕
作
す

る
木
皿
地
区
の
作さ

く

山や
ま

孝こ
う

一い
ち

さ

ん(

67)


上
相
田
地
区
の
鈴す

ず

木き

義よ
し

明あ
き

さ
ん(

59)

に
も
声
を

掛
け
、
遊
休
農
地
の
解
消
と

そ
の
後
の
耕
作
を
依
頼
し

た
同
事
業
は
機
構
が
農
家

に
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の

作
業
を
委
託
で
き
る
こ
と
か

ら
、
作
山
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん

が
自
ら
遊
休
農
地
を
再
生
。

そ
の
後
機
構
か
ら
２
人
が
転

貸
を
受
け
、
今
年
か
ら
水
稲

栽
培
が
始
ま
る
予
定
だ
。

小
林
委
員
は
「
祭
り
を
開

催
す
る
な
ど
、
ま
と
ま
り
の

あ
る
地
区
。
今
後
も
協
力
し

合
っ
て
農
地
の
問
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

市
の
中な

か

郷ご
う

町
ち
ょ
う

で
は
、
大

部
会
長
を
中
心
に
３
人
の
農

業
委
員
と
２
人
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
協
力
し

て
遊
休
農
地
を
解
消
し
て
い

る
。
毎
月
１
回
は
農
業
委
員

と
推
進
委
員
が
集
ま
り
活
動

状
況
を
共
有
し
、
連
携
を
強

め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
功
を
奏

し
、
22
年
度
に
同
地
域
で
約

30
年
間
耕
作
さ
れ
な
か
っ
た

土
地
も
農
地
に
再
生
し
た
。

草
木
が
背
丈
よ
り
も
高
く
生

い
茂
る
状
況
だ
っ
た
が
大
部

会
長
が
所
有
す
る
重
機
な
ど

を
使
い
、
各
委
員
が
成
長
し

た
樹
木
の
伐
採
や
抜
根
を

し
、
石
を
取
り
除
い
た
結

果
、
約
１
週
間
か
け
て
水
田

に
よ
み
が
え
っ
た
。

こ
の
水
田
は
隣
接
す
る
水

稲
農
家
に
貸
し
付
け
る
こ
と

も
で
き
、
今
年
か
ら
作
付
け

さ
れ
る
予
定
だ
。

大
部
会
長
は
「
両
委
員
が

集
ま
っ
て
話
す
こ
と
で
意
見

が
ま
と
ま
り
や
す
く
、
素
早

い
解
決
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
た
。

補助事業活用し圃場整備

再生後は機構通して担い手へ 積
極
的
に
遊
休
農
地
を
解
消

22
年
度
は

４･

７
㌶

茨
城

北
茨
城
市
農
業
委
員
会

再
生
さ
れ
た
木
皿
地
区
の
農
地

小林委員（右）と鈴木さん

毎月集い活動状況を共有

年耕作放棄地委員自ら再生

北き
た

茨い
ば

城ら
き

市
は
、
太
平
洋
岸
の
平
ら
な
地
域
と
多
賀
山
地
内
の
中
山
間
地
域
で
農
業
が

営
ま
れ
て
き
た
が
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
で
遊
休
農
地
が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
同
市
農
業
委
員
会
（
大お

お

部ぶ

康や
す

光み
つ

会
長
、

）
で
は
こ
れ
ま
で
に
遊
休
農
地
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
２
０
２
２
年
度
に
は
４
・
７
㌶
の
遊
休
農
地
を
解
消
し
た
。

（右から）関
せき

根
ね

時
とき

男
お

推進委員、大部会

長、大
おお

塚
つか

暉
てる

夫
お

会長職務代理者

遺産共有関係の長期化を解消

今
年
４
月
施
行
改
正
民
法
④

遺
産
分
割
制
度
の
見
直
し

１
月
か
ら
今
年
４
月
施
行
の
民
法

改
正
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
最
終
章
と
し
て
、
遺
産

分
割
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ご

説
明
し
ま
す
。

人
が
亡
く
な
る
と
、
相
続
が
発
生

し
ま
す
が
、
こ
の
時
、
相
続
人
は
、

遺
産
を
共
有
（
遺
産
共
有
）
し
ま

す
。
そ
の
後
、
遺
産
分
割
の
成
立
に

よ
っ
て
、
遺
産
に
関
す
る
権
利
関
係

が
確
定
し
ま
す
。
し
か
し
、
相
続
人

が
多
数
に
上
る
ケ
ー
ス
で
は
管
理
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
所
有

者
不
明
土
地
を
発
生
さ
せ
る
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
回
、
遺
産
分
割
請
求
を
行
い
、
速

や
か
な
遺
産
共
有
関
係
の
解
消
を
促

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
新
た
に
、
遺
産
分
割
が
で

き
る
期
間
に
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
相
続
開
始
か
ら

10
年
を
経
過
し
た
後
に
す
る
遺
産
分

割
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
を
考
慮

し
た
相
続
分
（
具
体
的
相
続
分
）
で

な
く
、
民
法
の
規
定
に
沿
っ
た
相
続

分
（
法
定
相
続
分
）
や
遺
言
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
相
続
分
（
指
定
相
続

分
）
に
よ
り
、
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
も
、
施
行
日
（
２

０
２
３
年
４
月
１
日
）
以
前
に
、
亡

く
な
っ
た
方
に
対
す
る
遺
産
分
割
に

も
、
こ
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ

れ
を
免
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
通
常
共
有
と

遺
産
共
有
が
併
存
す
る
と
き
、
共
有

関
係
の
解
消
は
、
共
有
物
分
割
と
遺

産
分
割
の
両
方
の
手
続
き
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
改
正

に
よ
り
、
相
続
開
始
か
ら
10
年
を
経

過
し
た
後
は
、
共
有
物
分
割
に
よ
り

共
有
関
係
の
解
消
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
実
務
上
、
遺
産
共
有
の

場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
の
所
在
が

わ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
遺
産
共
有
で
も
、

共
有
関
係
に
関
す
る
改
正
で
創
設
し

た
所
在
不
明
共
有
者
が
い
る
と
き
の

不
動
産
持
分
の
取
得
・
譲
渡
制
度

を
、
相
続
開
始
か
ら
10
年
を
経
過
し

た
と
き
に
限
り
、
利
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
通
り
、
遺
産
分
割
制
度
に

つ
い
て
、
遺
産
共
有
関
係
の
長
期
化

の
解
消
を
中
心
に
、
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
相
続
が
開
始
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
遺
産
分
割
請
求
を
行
っ
て

い
な
い
方
は
、
今
回
の
改
正
に
注
意

が
必
要
で
す
。

◇
次
回
は
５
月
19
日

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
農

業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
ま
た
、
新
し
く
農
業

者
年
金
業
務
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
事
務
局
職
員
、
農
業

委
員
の
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
｢

農
業
者
の
老
後

生
活
の
安
定
及お

よ

び
福
祉
の
向
上
と
農

業
者
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
た
公
的
な
年
金
で
す
。
農
業

委
員
会
組
織
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
政

府
に
働
き
か
け
て
１
９
７
０
年
に
創

設
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
は
積
立
方

式
・
確
定
拠
出
型
の
現
在
の
制
度
へ

と
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
者
に
広
く
門
戸
が
開
か
れ
て

い
て
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
て
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
な
ど

の
高
い
節
税
効
果
や
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
保
険
料
の
国
庫
補

助
が
あ
る
と
い
っ
た
、
た
く
さ
ん
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
19
年
以
来
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り


新
規
加
入
者
数
は
、
こ
こ
数
年
、
思

う
よ
う
に
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
に
つ
い

て
は
、
23
年
度
か
ら
５
年
間
、
厚
生

労
働
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
よ
り

示
さ
れ
た
「
第
５
期
中
期
目
標
」
期

間
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
目
標

は
、
対
象
期
間
の
終
了
時
ま
で
に
、

若
い
新
規
加
入
者
（
20
歳
以
上
39
歳

以
下
の
新
規
加
入
者
）
を
５
５
０
０

人
以
上
、
女
性
の
新
規
加
入
者
を
３
４
０
０
人

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
新
た
な
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
基
金

と
農
業
委
員
会
組
織
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

従
来
取
り
組
ん
で
い
る
加
入
推
進
運
動
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
、
「
若
い
農
業
者
及
び
女
性
農
業
者

等
へ
の
周
知
徹
底
、
加
入
者
累
計
15
万
人
早
期

達
成
強
化
運
動
」
に
変
え
て
、
全
国
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
た
に
農
業
者
年
金
を
担
当
す
る
皆
さ
ま
に

は
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と
聞
く
と
、
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
ご
自
身
が
制
度

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

し
、
今
月
下
旬
に
は
全
国
農
業
会
議
所
か
ら
、

「
２
０
２
３
年
度
版
農
業
者
年
金
制
度
と
加
入

推
進
」
を
刊
行
予
定
で
す
。

こ
う
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
類
か
ら
学
び
、
自
分

の
言
葉
で
制
度
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説

明
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
加

入
推
進
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

独
農
業
者
年
金
基
金

農
業
者
年
金
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和5年)()農業委員会７

毎週、農業委員会等の活動事例を紹介します。１
年間でほぼ47都道府県の事例を取り上げます。
事例は、遊休農地解消のための活動や人・農地プ
ランの実質化など、農地利用最適化の業務を行う
上で欠かせない内容です。

農業委員会活動のテキストとして、毎週お目通し
ください。他地域の事例を知ることで新たな視点
が生まれ、活動の幅が広がります。

農業委員会ネットワーク通信面
１・３週：６面、２・４週：７面

農業委員会ネットワーク通信と連動した郷土食材
を使った料理のレシピをご紹介します。
１・３週▶今泉久美先生　２・４週▶石澤清美先生

全国農業新聞読者
の関心度が最も高い
記事といえばこれ！
全国各地の鳥獣害
対策事例は、地元で
の対策の参考になる

という多くの声をいただいて
います。

人気
記事

委員
必読

農地に関する困ったあれこれをＱ＆Ａ形式で掲載。
賃借、相続など、さまざまな相談対応の参考にな
ります。（１週に掲載）

Pick
Up!

委員
必読

農業委員会活動の活性化
に役立つ情報を通年掲載し
ます。

農業と地域活性化に向けたコラムです。（２週に掲載）

土地改革が大転換期を迎える中、歴史から農業・農
地制度を考えるコラムです。（４週に掲載）
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全国紙かつ地域の話題にも強い新聞です

＜地元のこんな情報が手に入ります＞
●特徴的な経営を行う経営体
●イベント情報
⇒地元だから視察に行きやすい、イベントに参加しやすい！

●�頑張る新規就農者、活躍する若手、女性農業
者のご紹介
⇒�ご近所さんが、直売所で手に取った商品の生
産者が、身近なあの人が載っているかも…

●特産品や新商品
⇒知らなかった地元の隠れた名物が見つかるかも！

ブロック １週 ２週 ３週 ４週

北海道

北海道・東北版

地方総合版

北海道

東日本地方総合版
東北

県版（岩手、福島）
※�青森、宮城、秋田、山形は
「東北各支局の話題」

関　東 関東版
県版（茨城、栃木、群馬）
※�埼玉、千葉、東京、神奈川、
山梨は首都圏版

東　海 東海版

中日本地方総合版

地方総合版

北信越 北信越版
県版（新潟、長野）
※�富山、石川、福井は北陸版

近　畿 近畿版
県版（京都、兵庫）
※�滋賀、大阪、奈良、和歌山は
地方総合版

中　国 中国版

西日本地方総合版

地方総合版

四　国 四国版 地方総合版

九州・沖縄 九州・沖縄版

県版（長崎、熊本、宮崎、
鹿児島）
※�福岡、佐賀、大分、沖縄は地
方総合版

週ごと、地域ごとにお届けする版が変わります。
※下記表は目安です。月ごとに変動する場合がございます
※地方総合版とは、ブロックに関係なく様々な都道府県の記事が載る面です

地方版

北海道

東北

北信越

関東

東海

近畿中国

四国

九州
・
沖縄

2023.05.




